
一般質問一般質問のの行行方方一般質問一般質問のの行行方方

LED 化される防犯灯 みんなでお出かけ（よしおか温泉道の駅）

防犯灯のＬＥＤ化について

質問事項質問事項質問事項 質問事項質問事項質問事項

町長答弁町長答弁町長答弁

町長答弁町長答弁町長答弁

処理事項処理事項処理事項

処理事項処理事項処理事項
２６年度に予算を計上した。補助金交
付申請中であり、決定後直ちに事業
を開始する。

防犯灯のＬＥＤ化の改修計画は。

１０年間のリース事業で２６年度から実
施予定。

高齢者の足の確保について

グループタクシー実証実験を開始。

町内循環バスの計画は（議会だよりに

読者からの「幸せ車」の提案があり、高

齢者の足の確保について質問 )。

高齢者の足の確保は必要。
乗合タクシーの実証実験を行う。

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
議
会
の
声
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　定例会初の試みとして、26年度当初予算の審議にあたり、町長の施政方針表明が行

われ、５人の議員が施政方針表明に対して、町長の見解を問いました。

　

平
成
26
年
度
は
、
現
在
進
め

て
い
る
駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

大
型
車
対
応
化
、
南
下
城
山
防

災
公
園
、
八
幡
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
拡
張
の
大
型
主
要
事
業
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
第
五
次
総
合
計
画
に

は
、六
つ
の
大
き
な
柱
（
大
綱
）

と
そ
れ
を
相
互
に
補
完
す
る
、

あ
る
い
は
戦
略
的
に
取
り
組
む

た
め
の
四
つ
の
シ
ン
ボ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
「
よ
し
お
か
再
発
見
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
ま
ち
の
よ

い
と
こ
ろ
を
も
う
一
度
見

つ
め
直
し
、
気
づ
か
な
い
こ

と
や
、
う
も
れ
て
い
る
も
の

を
磨
き
あ
げ
る
こ
と
を
主

眼
と
し
て
お
り
、
よ
し
お
か

再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
や
大
樹

町
子
ど
も
交
流
事
業
な
ど

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

二
「
よ
し
お
か
健
康
№
１
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
一
人
ひ

と
り
が
日
々
の
生
活
を
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ま

神
宮　

隆　

議
員

都
市
計
画
道
路
大
久
保

上
野
田
線
の
早
期
開
通

要
望
を
し
て
い
る
が
実
現
し
て

い
な
い
。
下
野
田
地
区
で
は
、

旧
県
道
高
崎
渋
川
線
に
連
結
す

る
東
西
の
広
い
道
路
が
な
く
、

利
便
性
が
悪
い
。
町
道
上
野
田

平
形　

薫　

議
員

駒
寄
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

大
型
車
対
応
化
改
修

で
、
住
民
説
明
会
で
も
強
い
要

望
が
あ
っ
た
が
、
Ｉ
Ｃ
西
側
の

通
行
が
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な

い
か
。

前
橋
市
と
ま
ち
の
２

ヵ
所
の
説
明
会
で
は
、

道
が
途
切
れ
て
い
る
と
の
意
見

が
出
た
。
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
な
政
策
が
と
れ
る
よ
う
に
努

力
し
て
い
く
。

相
馬
原
演
習
場
で
の
日

米
共
同
訓
練
が
報
道
さ

れ
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
。
自
衛

隊
の
オ
ス
プ
レ
イ
導
入
の
話
も

あ
り
、
住
民
は
城
山
防
災
公
園

に
オ
ス
プ
レ
イ
が
降
り
て
く
る

の
で
は
と
心
配
し
て
い
る
が
。

日
本
も
17
機
の
オ
ス

プ
レ
イ
を
買
い
求
め

る
と
な
れ
ば
、
や
が
て
全
部
そ

の
機
種
に
な
る
と
思
う
。
緊
急

時
に
は
そ
こ
に
降
り
て
く
る
の

か
な
と
も
思
う
が
、
防
災
公
園

な
の
で
県
の
防
災
ヘ
リ
な
ど
が

降
り
る
と
思
う
。

総
合
計
画
、
友
好
都
市

協
定
締
結
な
ど
の
重
要

た
増
加
し
続
け
る
医
療
費

や
介
護
給
付
費
の
削
減
に

少
し
で
も
寄
与
で
き
る
よ

う
、
ま
ち
全
体
で
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

三
「
安
全
・
安
心
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
二
酸
化
炭
素
の

削
減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
問
題
に
で
き
る
も

の
か
ら
取
り
組
む
た
め
、
住

宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
補
助
金
の
継
続
、
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
の

た
め
の
予
算
な
ど
を
計
上

し
ま
し
た
。

四
「
環
境
交
通
推
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
道
路
網
の
整

備
や
公
共
交
通
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど
を
考

え
て
い
ま
す
。

　

将
来
に
責
任
の
持
て
る
町
政

が
私
の
信
念
で
す
。
将
来
に

禍か
こ
ん根

を
残
す
こ
と
の
な
い
よ
う

に
、
し
っ
か
り
と
熟じ

ゅ
く
り
ょ
慮
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。

案
件
は
議
決
す
べ
き
と
思
う
が
。

議
決
な
し
で
も
で
き

る
が
、
議
会
に
相
談

し
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
施
策
が
、
ほ

と
ん
ど
示
さ
れ
て
い
な

い
が
。

災
害
時
の
予
算
は
、

項
目
だ
け
で
実
質
組

ん
で
い
な
か
っ
た
。
こ
う
い
っ

た
部
門
も
見
直
し
て
い
く
。

２
月
の
大
雪
で
、
被
災

者
は
迅
速
な
支
援
策
を

待
っ
て
い
る
が
。

近
隣
自
治
体
の
支
援

策
は
承
知
し
て
い
る

が
、
ま
ち
と
し
て
で
き
る
も
の

は
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

町
長
施
政
方
針

将
来
に
責
任
の
持
て
る
町
政
を

町
長

町
長

町
長 町

長

町
長

問

問
問

問

問

問

4

国
民
健
康
保
険
事
業

介
護
保
険
事
業

後
期
高
齢
者
医
療
事
業

総
額
21
億
３
６
８
８
万
円

総
額
12
億
４
９
１
６
万
円

総
額
１
億
６
１
３
６
万
円

　

歳
入
・
歳
出
予
算
は
、
そ
れ

ぞ
れ
21
億
３
６
８
８
万
円
で
前

年
度
対
比
７
・
５
％
の
増
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
被
保

険
者
が
負
担
す
る
保
険
税
が
５

億
５
１
０
８
万
円
で
、
そ
の
他

64
・
９
％
が
国
県
な
ど
か
ら
の

交
付
金
な
ど
で
す
。

　

歳
出
で
は
66
％
を
占
め
る
保

険
給
付
費
の
14
億
４
４
８
万
円

が
主
な
も
の
で
す
。

＝
賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決
＝

　

歳
入
・
歳
出
予
算
は
、
そ
れ

ぞ
れ
12
億
４
９
１
６
万
円
で
、

前
年
度
対
比
６
・
３
％
の
増
で

し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険

料
２
億
６
２
４
１
万
円
、
国
庫

支
出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
保
険
給

付
費
、
地
域
支
援
事
業
費
な
ど

で
す
。

反
対
討
論

小
池
春
雄　

議
員

　

要
支
援
１
、
２
の
利
用
料
負

担
を
１
割
か
ら
２
割
に
引
き
上

げ
、
生
活
援
助
時
間
を
１
時
間

　

歳
入
・
歳
出
予
算
は
、
そ
れ

ぞ
れ
１
億
６
１
３
６
万
円
で
、

前
年
度
対
比
14
・
６
％
の
増
で

し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
保
険

料
１
億
１
６
８
０
万
円
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
３
６
８
９

万
円
で
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

１
億
５
１
６
３
万
円
で
す
。

反
対
討
論

小
池
春
雄　

議
員

　

今
年
度
の
特
徴
は
、
均
等
割

り
は
４
万
２
７
０
０
円
が
４
万

３
６
０
０
円
の
９
０
０
円
の
ア

ッ
プ
で
あ
る
。
所
得
割
が
０
・

１
％
ア
ッ
プ
、
最
高
限
度
額
が

１
万
２
千
円
か
ら
１
万
４
千
円

に
ア
ッ
プ
し
生
活
が
ま
す
ま
す

苦
し
く
な
る
。
以
前
の
老
人
保

健
制
度
に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

＝
賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決
＝

（７事業）予算42億3585万円　
ふ
る
さ
と
祭
り
（
み
ん
な
で
ダ
ン
ス
）

敬
老
福
祉
大
会
（
金
婚
表
彰
）

か
ら
45
分
に
短
縮
す
る
な
ど
の

制
度
改
革
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
要
支
援
の
人
を
自

治
体
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て

い
る
。
国
が
責
任
あ
る
運
営
を

す
る
こ
と
を
求
め
反
対
で
あ
る
。

＝
賛
成
14
・
反
対
１
で
可
決
＝
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特別会計

農
業
集
落
排
水
事
業

総
額
１
億
５
９
９
４
万
円

学校給食事業

　予算総額４０８万円で、現在、貸付金回収事業および償還事業を行っています。　一般会計繰出金に２２２万円計上しています。
＝全会一致で可決＝

水
道
事
業（
企
業
会
計
）

公
共
下
水
道
事
業

総
額
４
億
１
０
４
７
万
円

　

歳
入
・
歳
出
予
算
は
、
そ
れ

ぞ
れ
４
億
１
０
４
７
万
円
で
、

７
・
１
％
の
増
で
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使
用

料
１
億
６
０
９
万
円
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
２
億
６
４
６

万
円
、
事
業
へ
の
国
庫
補
助
金

３
千
万
円
、
借
入
金
５
８
３
０

万
円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
県
央

処
理
区
維
持
費
管
理
負
担
金
５

２
８
４
万
円
、
工
事
請
負
費
５

５
０
０
万
円
、
借
入
金
返
済
２

億
２
２
１
４
万
円
で
す
。

＝
全
会
一
致
で
可
決
＝

　

歳
入
・
歳
出
予
算
は
、
そ
れ

ぞ
れ
１
億
５
９
９
４
万
円
で
、

前
年
度
対
比
５
・
７
％
の
増
で

し
た
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
使
用

料
３
０
２
９
万
円
、
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
１
億
２
６
６
５

万
円
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
施
設

管
理
費
４
５
９
２
万
円
、
借
入

金
返
済
９
０
４
９
万
円
で
す
。

＝
全
会
一
致
で
可
決
＝

　

給
水
戸
数
が
増
え
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
毎
年
３
％
ほ
ど

給
水
率
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

節
水
家
電
な
ど
の
普
及
の
影
響

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

水
道
事
業
収
益
は
、
４
５
７

９
万
円
増
の
４
億
４
３
１
８
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
老
朽
管
布
設
替
工
事

で
５
７
８
３
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。＝

全
会
一
致
で
可
決
＝

　予算総額１億１３９６万円で、前年度対比４.５％の増となりました。補助として１１４７万円、児童・生徒・教職員など２２３６人分の食材として使われます。

＝全会一致で可決＝

住宅新築資金等貸付事業

平成
26年度

農
業
集
落
排
水
施
設

学
校
給
食　

野
菜
い
っ
ぱ
い
の
シ
チ
ュ
ー
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南雲𠮷雄 議員

国
交
省
、
ネ
ク
ス
コ
に
計
画
書
を
提

出
し
た

駒
寄
Ｉ
Ｃ
大
型
車
乗
り
入
れ
改
修
は

２
月
14
日
の
大
雪
の
被
害
状
況
は

答 

被
害
総
額
は
、
お
よ
そ
２
・
７
億
円

２
月
14
日
の
大
雪
の
被

害
状
況
は
。

町
長　

歴
史
的
な
豪
雪

で
、
農
業
に
お
い
て
は

施
設
倒
壊
な
ど
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
。
被
害
総
額
は
、
お
よ

そ
２
・
７
億
円
で
は
な
い
か
。
早

急
に
国
と
県
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
活
用
し
て
対
応
し
た
い
。

産
業
建
設
課
長　

野
菜

の
被
害
面
積
は
10
・
３

㌶
、
畜
産
施
設
29
件
、
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
１
６
１
件
、
ガ
ラ
ス
ハ

ウ
ス
17
件
の
被
害
が
、
確
認
さ

れ
た
。

大
雪
の
被
害
は
、
後
継

者
の
い
る
農
家
に
大
き

か
っ
た
が
、
ま
ち
の
指
導
は
。

産
業
建
設
課
長　

国
と

県
の
補
助
も
具
体
策
が

で
き
た
。
国
、
県
の
支
援
メ

ニ
ュ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
、
Ｊ

Ａ
と
連
携
し
誠
意
を
持
っ
て
対

応
し
た
い
。

溝
祭
地
区
・
上
野
原
地

区
で
実
施
し
た
グ
ル
ー

プ
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実
験
の
成

果
は
。

総
務
政
策
課
長　

70
歳

以
上
と
運
転
免
許
を
所

持
し
て
い
な
い
町
民
を
対
象
に

５
５
０
人
を
想
定
し
た
。
利
用

券
申
請
は
56
人
で
、
思
っ
た
よ

り
少
な
か
っ
た
。
広
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
自
治
会
の
回
覧
な

ど
周
知
と
協
力
を
お
願
い
し

た
。
今
後
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
資
料
と
し
た
い
。

Ｊ
Ｒ
群
馬
総
社
駅
西
口

整
備
の
話
も
あ
る
が
、

仮
に
開
設
さ
れ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
も

必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　

路
線
バ
ス
と
合

わ
せ
て
、
公
共
交
通
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
の
中
で
、

地
域
に
あ
っ
た
公
共
交
通
の
あ

り
方
を
検
討
し
た
い
。

駒
寄
Ｉ
Ｃ
大
型
車
乗
り

入
れ
改
修
は
、
国
に
陳

情
が
行
わ
れ
た
と
聞
く
が
。

町
長　

話
が
持
ち
上
が

り
、
お
よ
そ
20
数
年
が

経
過
し
た
。
２
月
24
日
に
地
区

協
議
会
に
お
い
て
変
更
実
施
計

画
書
を
作
成
し
、
大
型
車
利
用

の
改
良
に
向
け
正
式
に
確
認
さ

れ
た
。

今
後
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

の
整
備
は
ど
の
よ
う
に

進
め
ら
れ
る
の
か
。

町
長　

国
土
交
通
省
、

ネ
ク
ス
コ
東
日
本
に
変

更
実
施
計
画
書
を
提
出
し
た
。

周
辺
整
備
と
し
て
パ
ー

キ
ン
グ
西
の
道
路
整
備

計
画
が
遅
れ
て
い
る
と
の
指
摘

が
あ
っ
た
が
、
計
画
を
お
持
ち

な
の
か
。　町

長　

ま
ち
の
将
来
構

想
を
考
え
て
、
総
合
的

に
見
直
し
た
中
で
、
計
画
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

駒寄スマート IC

議会による雪害調査

問

問

問

問

問

問

問

答

答

答

答
答

答

答

答
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一 般 質 問

◎表紙

◎施政方針……………………４・５p

特に表紙が良い。子どもたちの未来をしっかり受けとめて議会に取り組ん
でほしい。表紙の子どもたちの未来が、議員の皆さまにかかっているよう
に思いました。

「施政方針を問う」で、議員の連続した質問と町長の答弁があった。
この企画は他の議員の考えを知ることにもなるので大いに進めてほしい。

国民健康保険や介護保険予算の占める割合が大きいことか
ら、視察研修の静岡県袋井市の健康づくり施策など参考に、
機会をとらえて若い時から健康意識の向上、病気予防・改
善などについて、さらに推進されることを希望します。

豪雪時のまちの対応が遅すぎたように感じていたので、関連する質問を多
くしていただいて、状況がわかってよかった。

議会を見てから議会だよりを見ると（読むと）大変わかりやすく議員の動向も参考になります。
もっとPRして町民の皆さんに足を運んでもらいたいですね。

◎26年度当初予算……………６・７p

◎一般質問……………………13 p ～

◎その他

　議会広報常任委員会は、「読みやすく、わかりやすい、親しまれる」議会広報の発行を目指
しています。
　そこで、議会だよりの紙面づくりに幅広く町民の意見を取り入れるため、議会だよりモニター
制度を設置し、16人の方に委嘱させていただいています。
　今回は、議会だより103号（26年４月18日発行）について寄せられた意見を掲載いたします。
　編集にかかわること、まちの施策に関することなど今後の議会活動にも生かしていきたいと
思います。

議会だより
モニターさんのご意見
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